
第94号

2018年7月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　        　
　平成29年度総会･研究大会並びにシンポジウムを、
６月10日（日）に諏訪大社下社秋宮（諏訪郡）で開催し
た。研究発表やシンポジウムのほか、前日の見学会な
ど、2日間で延べ100人近くの会員が参加した。
　総会では薗田稔理事長の開催挨拶の後、 櫻井治
男理事を議長に選出。正会員総数216名のうち委任
状を含む119名の出席を得て、平成29年度事業報告・
収支決算、平成30年度事業計画・収支予算、理事の
重任について審議承認、東日本大震災被災地にお
ける被災社叢復興と復活への取り組み事業、伏見稲
荷大社社叢管理実験地事業、社叢インストラクター事
業について報告した。
　今年度の事業計画としては、今年度も梅田善美震
災復興プロジェクト事業で、被災直後から継続してき
た東日本大震災被災地社叢調査の成果出版に引き
続き取り組むこと、伏見稲荷大社社叢管理実験地事
業の継続などがあげられている。また、理事・監事に
ついては、全員の重任を了承した。
　続いての研究発表では名波哲理事が仏教寺院と神
社の植生比較を通して大阪市中心部に残された社叢
の種組成と構造について、渡邊規矩郎氏が古歌に詠

まれた岩崎の松（岡山県笠岡市）の紹介とその保存
育成を、さらに前出健太郎氏が加佐登神社（三重県
鈴鹿市）での、車椅子で楽しめる鎮守の森をめざした
道づくりの活動を報告した。
　午後からのシンポジウムでは、島田潔・國學院大學
兼任講師が基調講演で、15世紀後半に起こった御柱
祭の祭祀体系の崩壊と変容について論を展開。続く
パネルディスカッションでは、宮坂清・手長神社宮司
が脈々と受け継がれる諏訪信仰に裏打ちされた地元
の暮らしと祈りについて、中堀謙二・長野県森林大学
校講師が絵図をもとに、諏訪大社社叢の変遷を紹介
した。さらに茂木栄理事は、様々な地域で行われるシ
カウチ神事を取り上げ、狩猟儀礼と農耕儀礼が一まと
まりで斎行されることの意味を指摘した。
　前日の見学会では、下社秋宮での正式参拝の後、
春宮、上社本宮、前宮を巡拝。諏訪にしては暑いとい
う晴天だったが、社叢をめぐる風は爽やかで、諏訪大
社四社を隈なく拝観・満喫した一日となった。

諏訪の謎と豊かさに迫った充実の2日間

平成 3 0 年度年次総会を諏訪大社下社秋宮で開催

伊勢志摩百物語　～名木・奇樹を訪ねる～　皇學
館大学　伊勢志摩百物語編集委員会（プロジェク
トチーム顧問　櫻井治男）

　皇學館大學に学ぶ学生がディープな伊勢志摩情
報を紹介する小冊子の第３集。全国から集まった
学生が自治体の協力を得ながら探し出した13の銘
木、巨樹、奇木の伝承や実見しての感想などが記
され、思わず旅心が誘われる。アクセスや周囲の
見どころも掲載され、29ページの小冊子ながら充
実した内容。
　非売品だが、入手希望の節は皇學館大學（TEL05
96-22-0201)に連絡されたい。また、第1集『麗し
き島々』、第2集『磐座の聖地めぐり』は皇學館
大學のHPに公開されている。

　諏訪大社上社本宮にて　懇切丁寧な説明を聞きながら



第1号議案 平成29年度事業報告書

(平成29年4月1日～平成30年3月31日）

年次総会・シンポジウム・研究発表会

見学会（三輪山登拝と石上神宮・大和神社・桧原神社・
        橿原神宮樹巡拝)) 

会報発行(６回)

会誌発行

事業名

社叢インストラクター養成事業

　セミナーの開催

　資格更新の認定

ホームページおよびSNSの運営

会員証発行

2 管理費 

  雑給

  旅費交通費

  通信費

  地代家賃

  租税公課

  事務用品費

  支払手数料

  水道光熱費

  雑費

科　　目

2,603,222

金　　額 科　　目 金　　額

第2号議案 平成29年度事業会計収支決算

（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

当期収入合計(A)

当期収支差額(A)-(B）

前期繰越支出差額(C)

次期繰越収支差額(A)-(B)+(C)

当期支出合計(B）5,669,569

3,168,139

5,771,361

定例研究会の開催

  第76回

　第77回

　第78回

　第79回　

　第80回

関西

関東

社叢調査 亀岡市における調査  通年 亀岡市内各神社

 

第13回社叢インストラクター養成セミナー

各1名の資格認定と更新を承認

岩槻久伊豆神社・
越谷久伊豆神社
本部事務局

 6月 18日

 6月 17日

通常総会の開催

　関連事業の開催

理事会の開催（3回) 

  第50回

  第51回

  第52回

125,000

17,650   

672,500

1,000,000

    19

20,000

12,400

Ⅱ　支出の部

1,800,000

154,660

142,013

907,200

2

101,867

55,098

7,299

0

   -101,792

  390,445

事業内容 実施場所実施日時

会員へ郵送会員約420名分  通年

「鎮守の森だより」(A４判・4～6ページ) 会員へ郵送 奇数月初旬 

会員へ郵送『社叢学研究』(A４判・73ページ)  3月初旬

会員並びに一般市民に対するPR  通年 インターネット

大神神社
三輪山・石上神宮等

梅田善美および花博記念
協会助成金震災復興プロ
ジェクト事業

東日本大震災被災社叢復興支援事業書籍の出版準備及び
再調査等

 通年 本部事務局及び被災3
県社叢　等

4 助成金

　　花博協会

　　夏原グラント

3 委託金

2 事業収入 

    社叢インストラクター養成事業

　　書籍販売

    総会関連事業

1 会費収入 

    正会員会費

    市民会員会費

    賛助会員会費

    協力会員会費

  32,419

  815,150

3,522,000

橿原神宮
真和総合法律事務所
社叢学会事務局

平成29年度総会開催　等

平成30年度総会開催について　等

平成30年度総会運営　等

 

 6月17日

11月 7日

 3月17日

伏見稲荷大社
石清水八幡宮
伏見稲荷大社
京都教育文化センター
伏見稲荷大社

「フロ」　今に残る杜の残像
石清水八幡宮の歴史と社叢 源氏物語の石清水詣で
鹿児島県指宿市におけるモイドン(森殿)の保全と住民意識
中世以降における神社林の変遷
生態学から見た東南アジアの森と宗教

 7月29日
 9月30日 
11月25日 
 1月27日 
 3月24日

「神宮外苑の過去・現在・未来」　オリンピック2020に
向けて　-大地に根ざした「本物の杜」の実現のために
ユネスコ無形文化遺産登録記念　–長浜曳山まつり・秩
父の夜祭　上映講演会
ブナと社叢　–東日本太平洋側を例として
6本の年輪　–被災後の福島県南相馬市から

8月11日・12日

     3月17日

1,000,000

1,035,000

 207,000

1,650,000

　630,000

1 事業費

  総会関係費

  定例研究会費

  会報「鎮守の森だより」関係費

  会誌『社叢学研究』関係費

  社叢インストラクター養成事業費

  梅田善美震災復興プロジェクト事業

　社叢管理事業

740,876

186,731

339,754

395,800 

115,009

548,452

276,600

國學院大學

國學院大學

國學院大學
國學院大學

  第74回

　

  第75回

　

  第76回

　第77回

社叢保存活動 伏見稲荷大社社叢管理実験地事業
社叢学会見守り隊事業

 通年
月1回

伏見稲荷大社
関東(武蔵国)
関西(神戸市西部)

  

        0

  300,000 300,000

5　雑収入 

    受取利息

    『社叢学研究』追加掲載料

    その他寄付金

Ⅰ　収入の部

 4月22日

 7月 8日

10月14日
 1月27日

288,653



 1 会費収入  
    正会員会費 
    市民会員会費
    賛助会員会費
    協力会員会費

当期収支出差額(A)－（B）

科　　目

当期収入合計(A)

金　　額

第4号議案

当期支出合計(B)

通常総会の開催
 関連事業の実施

年次総会・シンポジウム・研究発表
諏訪大社四社巡拝

6月10日
6月 9日

第3号議案 平成30年度事業計画書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

実施予定場所等予定日等事業内容実施事業名

理事会の開催

インターネット

社叢インストラクター
養成事業

『社叢学研究』研究論文と情報

定例研究会の開催
 関西定例研究会
 関東定例研究会
 中部定例研究会
 福岡県定例研究会

社叢調査

会員証発行

会報発行(6回)

会員相互の研鑚、市民への啓発
会員相互の研鑚、市民への啓発
会員相互の研鑚、市民への啓発
会員相互の研鑚、市民への啓発

7月･11月・31年1月・3月
4月・7月･10月・31年3月
1回程度
1回程度

伏見稲荷大社 他
國學院大学 他

太宰府天満宮　他

3回程度 本部事務局等

亀岡市における調査 通年 亀岡市内各神社

平成30年度会員証約400名分 会員へ郵送

会員へ郵送

会員へ郵送

奇数月初旬「鎮守の森だより」情報と研究会報告

31年3月

7月～11月

31年2～3月

社叢ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成ｾﾐﾅｰ等の開催

社叢ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格検定試験の実施
社叢ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰｸﾗﾌﾞの運営

会員並びに一般市民に対するPR 通年

 2 事業収入  
    社叢ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成事業
        資格検定料･認定料
        養成セミナー等参加料
    書籍販売
    総会関連事業参加費等

 5 雑収入
    『社叢学研究』追加掲載料　  　
　　利息

 科　　目 金　　額

 1,030,000
   207,000
 1,500,000
   620,000

　75,000
　25,000
　50,000
　35,000
 450,000

 4 助成金
     花博協会
　　 夏原グラント

10,000
15

Ⅱ　支出の部

2 管理費
    雑給
    旅費交通費
    通信費
    地代家賃
    租税公課
    事務用品費
    支払手数料
    水道光熱費
    理事会関係費

3 予備費

　
500,000
180,000
320,000
380,000
80,000
650,000

　203,000

1,800,000
150,000
145,000
907,200

0
70,000
55,000
8,000
10,000

288,653

 314,468

3,357,000

10,015

2,313,000

3,145,200

00

5,458,200

　25,815

5月～

梅田善美震災復興プロジェクト
事業

東日本大震災被災社叢復興支援事
業書籍の出版準備

通年

5,484,015

次期繰越収支差額(A)－(B）＋(C)

前期繰越支出差額（C)

ホームページおよびSNSの運営

諏訪大社
諏訪大社

平成30年度収支予算書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

257,000
300,000 557,000

本部事務局

社叢保存活動 伏見稲荷大社社叢管理実験地およ
び大岩神社社叢保全事業
社叢見守り隊事業

通年

通年

伏見稲荷大社

全国

 3　梅田善美震災復興プロジ
　  ェクト委託金

1,000,000 1,000,000

会誌発行

Ⅰ　収入の部

1 事業費
    総会関係費
    定例研究会費
    ｢鎮守の森だより｣関係費 
   『社叢学研究』関係費    
    社叢ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成事業費
    梅田善美震災復興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業

 　 社叢管理事業

560,000

報告事項　「東日本大震災被災地における被災社叢復興と復活への取り組み」事業の件、伏見稲荷大社社叢管理実験地事業の件、
社叢インストラクター資格認定について

第５号議案　理事・監事の重任の件
　今期(2018/4～2020/3)は全員を重任とする。なお、理事長については定款に理事の互選と定められており、後日、理事会を招
集し決定する



『社叢学研究』第17号への投稿：論文、研究ノート、短報、資料紹介や調査報告(各400字
詰原稿用紙40枚以内)と「鎮守の森の活動報告(祭、音楽会、調査、ワークショップなどの実
施報告、抱える問題点など)」「社叢訪問記」(各1,200字程度)を募集いたします。
締め切りは、論文等10月31日(水)　活動報告等12月25日(火)　いずれも必着。

*　書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げています。出版された方は、ぜひご献本下さい。

次回予告【第81回関西定例研究会】

◆日　　時：7月28日(土) 13：30～15：30

◆場　　所：伏見稲荷大社儀式殿（伏見区藪ノ内町68）　

◆テ ー  マ：社叢(社寺の森)、どうして鎮守の森といい鎮守の林といわないのか
　※　午前中、一の峰へ登拝。途中、ヒメシャラなどの樹木を観察
　　　参加希望者は10時に参集殿前集合

◆講　　師：渡辺  弘之（社叢学会副理事長・京都大学名誉教授）

◆日　　時：7月14日(土) 14：00～17：00

◆場　　所：國學院大學渋谷キャンパス100周年記念講堂

                 　　（東京都渋谷区東4-10-28）

◆テ ー  マ：森の声をきく
　　◎ 講　　演：人を異界にさそうもの——音楽と森
　　◎ 講　　師：堀　 朋 平（国立音楽大学講師）
　　◎ 映像上映：変幻自在－田口善国・蒔絵の美（1993年制作／36分）
　　◎ 音楽鑑賞：ソプラノリサイタル
　　◎ 演 奏 者：ソプラノ：川辺　茜　ピアノ：井出　徳彦

共催：ポーラ伝統文化振興財団特別企画　

　　　社叢学会・國學院大學環境教育研究プロジェクト　

次回予告【第78回関東定例研究会】

　びっくりしたなぁ。地震もワールドカップも。
　まず地震ですよ。朝ごはんを食べていると強い揺れ
が。う、もう治まるかと思ったらさらにもう一段強い揺れ。
事なきを得ましたが、電車が不通で已む無く休業。総
会終了後ののんびりモードから「さぁ、（ちょっとだけ）
がんばるぞ！」の出ばなが。。。実は前の金曜日に携
帯電話を事務所に置き忘れて音信不通状態。ご心配
をおかけし、申し訳ありませんでした。
　で、W杯。大番狂わせっちゃ確かにそうだけど、そこ
まで言われるかっ！　世紀のとか奇跡のとか。おいお
い、そこの記者、なめたらあかんで！　　　(藤岡　郁）

大都市近郊の住宅密集地域での直下型地震で
した。事務局に被害はありませんでしたが、
お住まいの家財が散乱するなどの被害を受け
られた会員もいらしたようです。お見舞い申
し上げます。余震は収まりつつあるとのこと
ですが、雨の季節に入っております。今後の
豪雨など、くれぐれもご用心下さい。

平成30年度(2018年4月～2019年3月)の会費を
頂いた方には順次、会員証をお送りしていま
す。お手元に届いていない場合は、お手数で
すが事務局までお知らせください。


